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【教育目標】○みんなを愛する生徒 ○自ら学び考える生徒 ○生き生きと活動する生徒

高J校 長  関 「1 磨 貯1

9月 2911晴 天のなか、日立競技場にて、第 59い 1渋谷 lX立中学校降 L競 技大会が行 われ丁k

した。国立競技場は 6万 人 を収容 できる施設ですが、渋谷 際i内の企 中学校 8校 で貸 1/明り、広

い競技場で1:往たちは伸び伸び と、競技 に参加ltフていま した。本校か らは魚丘べ 484/1の イ|モ純|が

フィール ド競技、 ト ラック競技に出場 し、 白ど!の記録 吏新 と持てる力 を精 A杯発那 1ン、大変な

健闘を しま Lンた。応援の生徒達 【)声を限 りに声援を送 り、爽やかな失 りある 111で 1ン女ナ。

また、 lo月 1日 (H)本 校において青少年対策大1占J地区委員会のlit体で 1親 r でヽ楽 1/お映

画の会 |が 開僻 され ま した。 あいに くの雨にも関わ ,)ず、多 くの地域 の方々、 r どヽも京H が々参加

し、数々の催 しがそJiわれ大変有意義な会 になった ことを感謝 中 し 11げます。本校か ぞ,も料り|!部

と茶道部が ||ごろの成果 を披露 しま した。 ボランテ ィアの仕徒 26名 〈)参加itン、地域 の力々 と

協力 しあい、声をか らしなが ,)屋台を手伝いま Rンた。両 11とく)に、 PTA役 員の方、保 護十の

方々のご協力の賜物 と感謝 してお ります、

ところで、私たちはこれ までにいろい ろなスポーツを体験 【ンた り、徹戦 iノて多 くの感 rlJl山4サな

場面に接 してきま と″た。 中学校のあるサ ッカーの試合で こんなことがあ りま tンた。試合 は|′1熱

していて ・進 ^退で 1夕たが、 とうとう ハ方のチームのデ‐ヽル が彼 られ ま tンた。得点をマli tンた1チ
ー ムのゴール キーパ▼ヽはがっ く りきてい ます。 その ときチームメイ トが|11卜びま tンた0い |え女ti

平気 け ぐに僕 た ちが取 り戻す よ。Jと 力強 く言ったのです。 この 青
い
柴を開い

▼
(:ばヽ ル キーパ

ーは どんな気持 ちになったで 1ンようか0き っ と今 まで以 11にがんばろ うと思った ことで t才Jtう。

人はほんのちょっ と1/た言葉でや る気が湧いて くるものなのです。 スポーツの楽 1シさとは何

で しょ うか ?自 分が ム生懸命努力 した ことが報われた り、ゲームに大きく貞献す る工とができ

ればなん とすば らしい ことで しょう。

私たちはスポー ツをす ることによって、ゲームそのものを楽 tンんだ り、体力を4)けた り、友

情 を深 めた りします。 このよ うにスポ… ツを通 して、いろいろな意味で人門 と(/てのイltぷ力、

のtJ

穏

在 り方を学んでい くのです。

「第 5 9 Hl渋谷区立中学校降 卜1競技大会 | 1翔iFハで楽 iンむ映 Ⅲlfの会 |



連合陸上大会では、本当に多 くの保護者 の婿 呉 誡 歴 録 1免 り詠 最 号 ご王 七 し穐 」

特に平 日にも関わ らず、 PTAの 皆 さ/ッにおいては、終 日受付や警備の仕事 して頂 き心か ら才!

礼 申 し上|デます.

ざて、生徒の様子 ですが、本年度は昨年度に もま し、英語での応援、そ tンて、係 りの生徒 tじ

問題 な く仕事 を進んで行い、また選 手においては、雨天が多い中、三年生が中心 となって各7

ロックご との棟習 も自分た ちで行 うとい う素晴 ら しいチームが出来 上が った と感 じてお りま

す。
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